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要旨  
	
 本稿の目的は、人々がオンラインゲーム内コンテンツの購入もしくはオンラインゲーム

をプレイすることに対して料金を支払う、いわゆる「課金」行動について時間割引の観点

から検証することである。東京国際大学の有志学生に対して、アンケート調査を行い入手

したデータを分析した結果、(1)時間選好率は課金行動に影響を与えないこと、(2)現在バ

イアスの程度が強いほど課金する傾向があること、(3)現在バイアス性が同程度である場合

ナイーブの度合いが強いほど課金する傾向があること、の3点が明らかになった。	
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